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他科の先生に
知って欲しい 皮膚科編⑤

皮膚炎が食物アレルギーの原因？

 岡山県医師会理事　　
岩　月　啓　氏

岡山大学病院皮膚科

　某化粧品会社が販売した「茶のしずく石鹸」（2004年－2010年販売の旧製品）が原因で、
小麦アレルギーの患者が1,567名（2012年２月まで）発症し、全国535名の患者が集団提訴
し、70億円請求いたしました（朝日新聞2012年４月21日）。この石鹸は、「グルパール19S」
という加水分解コムギが配合されており、キメ細かい泡立ちが人気となり、約4,650万個を
販売した大ヒット商品でした。
　患者さんは、この石鹸を使うと数分から30分以内に痒み、眼瞼浮腫、鼻汁、膨疹などの
接触じんましんによる症状を示します。また、小麦製品（うどんやパスタなど）を食べる
と４時間以内に痒み、膨疹などとともに悪心、嘔吐、腹痛、下痢や血圧低下などの食物ア
レルギー症状をきたすことがあります。
　その病態は、小麦の抗原物質の一つであるグルパール19Sが、「茶のしずく石鹸」を使う
ことによって皮膚から侵入し、特異的IgEを産生した結果、食物アレルギーを発症するよ
うになったのです。つまり、食物アレルギーを発症させる抗原物質の門戸として皮膚が重
要であることを証明した大規模な社会的実験であったとも言えます。
　海外に多いピーナッツアレルギーも、経口摂取ではなく、皮膚からのピーナッツ抗原の
侵入が重要であることが知られています（Lack G, JACI 2012）。小麦もピーナッツも蛋白
抗原なので、その分子量は大きく、皮膚バリア機能が正常であれば皮膚を介する侵入は不
可能です。皮膚のバリア機能を保つ重要な分子のフィラグリン機能が欠落している人では、
食物抗原物質の侵入を許すと考えられてきました。それも一理あるのですが、最近の研究
では、フィラグリンの機能欠損よりも、皮膚炎の存在そのものが抗原物質（ピーナッツ）
の侵入を許し、ピーナッツアレルギーを引き起こすことが報告されました（Brough HA 
et al. JACI 2015）。
　「茶のしずく石鹸」による小麦アレルギーの発症は、皮膚炎や皮膚バリア機能破綻によっ
て、食物抗原が経皮的侵入をきたすと、食物アレルギーを発症させることを教えてくれま
した。皮膚炎をしっかりと治療し、皮膚バリア機能を正常に保つことは、食物アレルギー
発症の予防に役立つかもしれません。
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お知らせ

岡山県医師会館　会員専用駐車場ご利用案内

■ 利用は、岡山県医師会会員に限ります。

■ 利用時間

土・日・祝 会議､講演会等イベント終了時間の30分後まで 　　

平　　　日 ８：00 ～ 19：00（19：00以降は土・日・祝と同じ）

　  ※閉館時（利用時間外）はシャッターが降りるため車の入出庫はできません。

■ 利用方法
　  　ICカードを駐車場入出庫ゲートのカードリーダーにタッチしてください。
ゲートが開きます。

　 　　※ ICカードをお持ちでない先生は呼び出しボタンを押してください。
　 　　　係員が対応いたします。
　 　　※ 満車となり利用できない場合がありますのでご了承ください。

 • ICカードの申請用紙、駐車場をご利用する場合の詳細は、岡山県医師会ホームページ
 　（http://www.okayama.med.or.jp）をご覧ください。
 　問い合わせ先　岡山県医師会事務局　TEL 086-250-5111

全日本医師テニス岡山大会開催のお知らせ

　平成29年９月16日（土）・17日（日）・18日（月・祝）に浦安総合公園テニスコートにて、
全日本医師テニス岡山大会を開催いたします。開催要項ならびに申込み方法は、日本医師テニ
ス協会ホームページhttp://nichiitennis.my.coocan.jp/をご覧ください。
　地元岡山から大勢の選手の参加を希望します。

 ◎お問い合わせ先　全日本医師テニス岡山大会実行委員長  宇野欽哉
 うのきん耳鼻咽喉科　〒700-0985　岡山市北区厚生町2- 8-12
  TEL：086-221-3387　FAX：086-221-4111




